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用・排水工詳細図(4)
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※1.基礎材は地盤が不良の場合以外は使用しない。

※2.松丸太くいと橋脚フーチングが重なる場合は

　　松丸太くいの施工をとり止める。
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項　　目 種　　別 単位 数　量 摘　　要

構造物掘削 普通部 m3 36.74 残土はねつけ

埋戻し m3 11.77

工場製コンクリート側溝 800×900×2000 個 8.00

基礎コンクリート D1-1 m3 1.87

敷モルタル 1：3 m3 0.34

型わく D m2 3.20

基礎材 再生砕石(RC-40) m3 2.81

グレーチング 930×995×130（T-25用) 個 16.00

松丸太くい 末口φ150 L=3000 本 24.00

材 料 表 16m当り
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用・排水工詳細図(16)
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